












本稿はこれまで発表してきたジョン・レディ・ブラック John Reddie Black（1826～1880）に関
する私の３つの論文 に続くものである１。ブラックについては，「近代日本ジャーナリズムの父 the 































『ジャパン・ヘラルド』はイギリス人のアルバート・ウィリアム・ハンサード Albert William 
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（公論之儀
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万之兵卒にも勝り候威力御座候



















































聞発行を始めたかがよく分かる。『ジャパン・ヘラルド』は，「日本のための新聞 A JOURNAL FOR 
JAPAN」（以下，大文字アルファベットは原文のまま）であり，「新聞が導かれる原理 PRINCIPLES は，
端的に言って最も徹底した独立 most THOROUGH  INDEPENDENCE である」と言論の自由を高らかに
うたう。 むろん，そこには「政府の影響力からの自由」が含まれる。政府当局は統制の力を行使しよう
とするが，われわれはそれに屈してはならないし，「新聞は，できるだけ早い時点で，われわれが手に入
124
れられる，すべての公共的に重要なものごとに関する情報とそれらに関する公正かつ開かれた議論を，節
度と一貫性を持った論調で伝える仲介者になることをめざす」のである。
９ Tycoon は，「大君」である。米国大統領からの国書の宛先にこの言葉が使われていた。本来，中国で
「皇帝」を指す言葉だが，幕府は事実上の主権者である将軍が「大君」にあたると理解し，これを許容し
た。その結果，幕末，日本に来訪した西欧諸国の外国団は将軍をこの言葉で呼ぶことになった。将軍個人
を指す場合もあるが，文脈的には「幕府」と考えた方がいい場合も少なくない。天皇を指す「ミカド」の
場合も，天皇個人というより，「朝廷」を意味することが多い。
10 『ヤング・ジャパン ２』p.130（基本的に邦訳にしたがったが，原文を参照して一部表現を変えたとこ
ろがある。『ヤング・ジャパン』の引用については以下同様）
11 同，p.139
12 同，p.4
13 同，p.16
14 『岡山県人物伝』（岡山県，1911年）p.195
15 稲田雅洋『自由民権運動の系譜―近代日本の言論の力』（吉川弘文館，2009年）
16 『ヤング・ジャパン』p.43 
17 この文書の全文は，『言論とメディア　日本近代思想体系11』（岩波書店，1990年）に収録されている
（p.5）
18 『ヤング・ジャパン』p.37
19 『岡山人物伝』p196 
〈補注〉日本人購読者についてのブラックの記憶が正しかったとしても，『ジャパン・ヘラルド』の内容に
接していた日本人がそれだけだったということにはならない。横浜居留地で発行されていた英字新聞は，
ある時期から英語を解する日本人によって日本語に翻訳・筆写されて広まった。
『ジャパン・ヘラルド』について言えば，まず福沢諭吉が中心になって翻訳した1865年10月７日（慶応
元年８月18日）から1866年９月29日（慶応２年８月21日）に至る写本綴が残っている。一部欠号はあるが，
この間の『ジャパン・ヘラルド』39号を対象に「横浜出板日本形勢新聞」「横浜出板日本新聞」と題して，
翻訳している（『福沢諭吉全集　第７巻』〈岩波書店〉に「英字新聞訳稿」として収録）。むろん新聞全部
ではないが，各号の主要記事を抜粋して翻訳している。
当時，福沢は幕府翻訳方をしていた。1865年年７月５日（慶応元年閏５月13日），懇意にしていた仙台
藩江戸留守居役の大童信太夫に宛てて，『ジャパン・ヘラルド』を翻訳する件について打ち合わせをした
い旨を記した福沢の書簡が残っている（『福沢諭吉書簡集　第１巻』岩波書店）。つまり，彼は現在写本と
して残っているものよりかなり以前から『ジャパン・ヘラルド』を目にして，翻訳を試みていたのである。
福沢はいうまでもなく1882年（明治15年），『時事新報』を創刊した新聞人である。福沢が早くから『ジ
ャパン・ヘラルド』に関心を持っていた事実は，新聞人・福沢諭吉と関連して興味深い。
